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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

植物由来のアルカロイドとして 12,000以上の化学構造が知られており、その多くは重要な薬
理成分として利用されてきた。タバコは根においてニコチンとその類縁ピリジンアルカロイドを

生合成する。また、葉部への食害に応答してその生合成がジャスモン酸情報伝達系を介して誘導

される。NIC 制御遺伝子座が生合成を正に制御していることが遺伝学的に知られており、それ
らの変異アレルは低ニコチンタバコ品種の育種に利用されてきた。 
NIC2遺伝子座に特定のサブファミリーに属する複数のERF型転写因子がクラスター化して存

在し、nic2変異体では少なくとも７つのERF遺伝子が欠失していることを明らかとした。これら
ERF遺伝子はニチニチソウにおいてインドールアルカロイド生合成に関わるジャスモン酸誘導
性転写活性化因子ORCA3と高い相同性を示した。タバコ培養根において過剰発現、発現抑制、
及び、ドミナント抑制型の発現を行い、これらERF遺伝子が生合成のマスター制御因子であるこ
とを示すとともに、ERFはニコチン生合成遺伝子のプロモーター内に存在するGCC boxを認識
し、生合成の既知の全構造遺伝子を特異的に活性化することを明らかとした。いずれのERF遺伝
子も生合成器官である根で発現するとともに、ジャスモン酸によって誘導されたが、それらの誘

導の時間依存的パターンは遺伝子メンバー間で異なっていた。互いに高い相同性を示すERF遺伝
子群は遺伝子重複によって生じた後、それぞれが転写因子として機能分化したと考えられた。	
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